
 

 

 

入社手続きチェックリスト 

外国人社員の受け入れ準備について、漏れがないようにチェックしましょう 

市役所転入手続き 

 在留カードの住所を登録する（在留カード、パスポートが必要） 

 日本の他の地域から引っ越してくる場合は「転出届」が必要 

 外国人のマイナンバーは「マイナンバー入り住民票」で確認 

銀行口座の開設 

 口座を開設したい銀行にあらかじめ外国人の口座開設について問い合わせするとスムーズ 

 同じ銀行の口座を既に持っている場合や、凍結されている場合は新しい口座を作れない場合がある 

 銀行口座の開設には印鑑が必要。ない場合は、ハンコやさんやインターネットで注文 

 あらかじめ予約が必要な銀行も多い。1度に 3人くらいまでしか対応してくれない 

社会保険などの加入 

 日本人と同じ条件で厚生年金・健康保険・雇用保険に加入する 

 転職の場合は、前職の源泉徴収票や離職票が必要 

 外国人雇用状況の届出は雇用保険加入時に行う 

アパートを社宅として用意 

 「外国人が入居可能」な物件を探す。契約者が企業でも外国人入居不可の物件も多い 

 家賃は給料から控除する 

 特定技能では居室の広さ 7.5㎡以上（約 4.5畳）必要 

 ２〜３人でシェアハウスを希望している場合は、最初から２DK、３DKなどを選ぶ。基本は１人１室 

 会社・スーパー・コンビニ・駅が近いなど、徒歩や自転車で生活が完結できる物件が良い 

 寮から会社まで１０分（３キロ以内）が理想的

 自転車保険加入 

 ライフライン（電気・ガス・水道）の開栓の連絡（コンビニ払いにする）

 インターネットを契約して家賃と込みにしても、外国人本人に任せてもどちらでも良い 

会社で揃える備品・家電 

☐ 冷蔵庫                              ☐ 洗濯機                                  

☐ 電子レンジ                            ☐ エアコンまたは冷暖房器具 

☐ ガスコンロまたは IH コンロ                   ☐ 自転車 

☐ カーテン                              ☐ 炊飯器   

 会社で余っていて、使わない物があれば使うかどうか聞いてみる 
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